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駐日韓国文化院企画展 
「民画、朝鮮のポップアート」 

  
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 

 
 

【イベント概要】 

■会  期：2026 年 8 月 26 日(水)～10 月 31 日(土) 

※休館日：日曜日、祝日、韓国の休日（10/3㊏、10/9㊎） 

※開幕式：2026 年 8 月 26 日(水) 16:00～ 

■民画体験イベント：2026 年 8 月 26 日(水)、27 日（木） 

■会  場：韓国文化院ギャラリーMI ✦入場無料 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 4-4-10 

■アクセス：地下鉄メトロ丸ノ内線「四谷三丁目駅」一番出口より徒歩 3 分 

■展示内容：朝鮮後期の古画 20 点、現代民画 20 点、民画グッズの展示 

■主  催：駐日韓国大使館 韓国文化院、韓国民画ミュージアム、 

朝鮮民画博物館 

■後  援：韓国・文化体育観光部 

 
 

  

    報道資料 
 

 

この度、東京・韓国文化院では、韓国民画ミュージアム、朝鮮民画博物館と共に、「民画、朝鮮のポップアート」

展を開催する運びとなりました。 

民画は、朝鮮後期の人々の願いやユーモアを自由で親しみやすく表現した絵画です。本展は、民画の優れた大衆

性と実験性に着目し、「朝鮮のポップアート」という現代的な視点から新たに捉え直す展覧会です。 

会場では、朝鮮後期の古典民画20点と、伝統の象徴性や大胆な造形美を受け継ぎながら、現代的な色彩と機知に

富んだ表現を加えた現代民画20点を展示しています。自由な画面構成やコラージュを思わせる空間表現など、ポッ

プアートと共鳴する民画独自の美学をご覧いただけます。 

中でも来場者から大きな反響を呼んだのが、8月26日と 27日に計3回実施した民画のポーチ・クッションカバ

ー作り体験ワークショップです。本展に合わせて来日したキム・ジスク作家とイム・ジョンユン作家の指導のもと、

参加者は色の組み合わせや民画の表現について学びながら、思い思いの色彩で自分だけの作品を完成させました。 

参加者からは、「多彩な色を使いながら、自分らしさを自由に表現することができ、とても楽しかった」「民画

を身近に感じることができた」といった声が寄せられました。各回の終了後には、完成したポーチやクッションカ

バーを手に記念撮影を行い、笑顔でワークショップを締めくくりました。色鮮やかで個性あふれる作品と参加者の

明るい表情は、民画が現代においても誰もが楽しみ、共感できる芸術であることを印象づけました。 

つきましては、本イベントの周知にご協力いただけますようお願いいたします。資料のご依頼および取材のお申

し込みは、東京韓国文化院（03-3357-5970）までご連絡くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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 ［お問い合わせ］駐日韓国大使館 韓国文化院 ☎03-3357-5970 ⌂www.koreanculture.jp 

イベント担当 河聖煥（ハ・ソンファン）/ 広報担当 趙恩京（ジョ・ウンギョン） 
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5970 postmaster@koreanculture.jp 

mailto:postmaster@koreanculture.jp


【展示の様子】 

展示風景 展示風景 

開幕式：韓国文化院  

朴英恵院長の挨拶 

.開幕式：韓国民画ミュージアム  

オ・スルギ館長の挨拶 

展示体験イベントの様子 展示体験イベントの様子 

展示体験イベントの様子 展示体験イベントの様子 

 

≪お問い合わせ： 韓国文化院 河・趙 ☎03-3357-5970  ✉ postmaster@koreanculture.jp ≫ 
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